
平成２５年度第１５回教育研究評議会議事要旨

日 時 平成２５年１１月２８日（木） １０時３０分開会

１２時１５分閉会

場 所 事務局第１、第２会議室

欠席者 城後理事

議事に先立ち、本学学長に表敬訪問に訪れた哈爾濱師範大学の副学長から、挨拶が

あった。

石田 洋至名誉教授（元旭川校教授）の逝去に対し、哀悼の意が述べられた。

○ 議題等

１ 外部評価「国際交流・協力」について

芝木副学長から、資料２に基づき、平成２４年度自己点検評価項目「国際交流・協

力」において、今年度実施された外部評価をまとめた外部評価報告書（案）について

説明があり、これを承認した。

２ 教育委員会との人事交流計画について

学長から、資料３に基づき、函館校より提出された北海道教育委員会からの人事交

流教員の期間満了に伴う後任人事に係る人事交流計画について説明があり、これを承

認した。

３ 国際地域学科及び芸術・スポーツ文化学科担当教員の選考について

学長から、資料４に基づき、新学科設置に係る担当教員の選考について、新学科設

置に係る教員選考等に関する要項（平成２３年１２月２２日開催教育研究評議会決定）

に基づき、次のとおり選考したい旨の提案があり、これを承認した。

○ 国際地域学科（函館校）

新規採用候補者１８名、教授昇任候補者１名、配置換候補者１名

○ 芸術・スポーツ文化学科（岩見沢校）

新規採用候補者９名、教授昇任候補者２名、准教授昇任候補者３名

なお、評議員から、大学設置・学校法人審議会の審査を受ける教員に関わる昇任に

ついて、当該審査に申請書を提出する前に、予め、本学における教員の選考に関する

申合せ事項に基づき、審査を行っておく必要があるのではないかとの発言があり、今

後、検討することとした。

４ 特任教員（Ⅰ種）採用人事計画について

学長から、資料５に基づき、芸術・スポーツ文化学科（岩見沢校）の課程認定を含

めた学科設置に係る人事計画について、審査の結果、採用人事計画に一部変更が生じ

たため、岩見沢校から提出された特任教員（Ⅰ種）採用人事計画を認めたい旨の提案

があり、これを承認した。

なお、本件については、本学が定める定年超採用の年齢の上限を超過している者及

び本学の教員経験を有しない者が含まれているが、種々協議の結果、本件人事につい

ても、前回（平成２５年８月２７日開催 教育研究評議会）同様、「審査の関係上、

真にやむを得ないものであり、教育研究上特に必要と認められる場合」と判断し、今

回に限り認めることとした。

また、今後も、定年超採用の年齢の上限は遵守することを原則とすることを確認し、



併せて、本件採用人事計画については、大学設置・学校法人審議会（設置審）で可と

判定されることが前提であり、設置審で不可と判定された場合は採用しないことを確

認した。

５ テニュア・トラック制度に関する申合せ事項（案）について

石川理事から、資料６に基づき、これまでの審議の経過及び各キャンパスからの意

見を反映させた申合せ事項（案）について説明があり、これを承認した。

なお、本申合せ事項については、運用の状況に応じて検討し、随時、改訂すること

とした。

６ 北海道教育大学学則（案）について

学長から、新学科設置申請に伴う学則(案)の課程認定審査に必要な修正について説

明があり、これを承認した。

○報告事項

１ 平成２４年度に係る業務の実績に関する評価結果について

芝木副学長から、資料８に基づき、国立大学法人評価委員会による平成２４年度の

本学の評価結果について、報告があった。

２ 北海道教育大学ミッション公表案について

学長から、資料９に基づき、文部科学省より提示された公表予定のミッション本文

について、報告があった。

３ センター員の兼務について

学長から、資料１０に基づき、国際交流・協力センター員の任命について、報告が

あった。

４ 学生の懲戒処分について

学生課長から、札幌校学生の懲戒処分について、報告があった。

５ 平成２６年度特別入試及び編入学試験の志願状況について

入試課長から、資料１１に基づき、平成２６年度特別入試（推薦、帰国子女、社会

人）及び編入学試験の志願状況について、報告があった。

６ 平成２６年度養護教諭特別別科一般入試志願状況及び推薦入試合格状況について

入試課長から、資料１２に基づき、平成２６年度養護教諭特別別科一般入試志願状

況及び推薦入試合格状況について、報告があった。

以 上


